
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日中は夏と変わらない暑い日が続きますが、日が落ちるのが少しずつ早くなってきました。夏の疲れ

が出やすい時期、体調にはくれぐれも気をつけて、引き続き、安心・安全・楽しい活動へのご協力をお願

いします。12 月にクリスマス会を開催します。いつもは顔が見えないファミサポも交流会は会員同士知

り合う良い機会となります。援助会員は、サポートされている依頼会員もお誘い合わせの上、ぜひご参

加ください。 

前回号（５月号）でお知らせしました、令和

５年度までに入会をされた方、全員を対象に

した更新手続きを行いました。今年度は、

887人の方が更新され、154 人の方が退会

されました。ご協力ありがとうございました。 

 更新がまだの方は、速やかに連絡をお願いし

ます。連絡がない場合は退会の手続きをとらせ

ていただきます。一度退会になりますと再入会

の手続きが必要になりますので、くれぐれもご

注意ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以前、援助会員からこんな問い合わせがあ

りました。「朝、子供を預かって保育園に行

き、そこで検温をしたら、何と 37.8 度。保

育園には熱があるため受けてもらえず、依

頼会員に電話をしても連絡がつかない。そ

んなことになったらどうしたらいいです

か？」と。 

依頼会員は援助会員に子供を預ける場合

は、必ず検温等の健康チェックをしておい

てください。そして、ファミサポを利用し

ている当日は、援助会員と連絡がつくよう

に、また連絡がつかなかった場合のための

緊急連絡先もお伝えするようにお願いし

ます。 

会 員 数 

依頼会員  1548 人 

援助会員   200 人 

両方会員   124 人 

合  計   1872  人 

（2025年 7月 31日現在）  

子供を事故から守るのは大人の責任で

す。周囲のちょっとした気配りで、事故の大

部分は防げます。 

 入会時にお渡ししています安全チェックリ

ストは、利用されているでしょうか。 

援助会員は子供を預かる際、危険な場所や

物がないように、確認をお願い致します。ま

た、子育て中の依頼会員は、このチェックリ

ストを利用して、ご自分の家を確認してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   すいた ファミリー・サポート・センター通信 

                                                                                                                                                                                                                                                                                          

                                                        

                                                     第 83号                          

                                                     ２０２５．９                            

                                

 

 

 

ホームページ版 

預ける前に健康チェック！ 

 



 

 

≪感染経路≫ 

・飛沫感染⇒マスクが有効 

・空気感染 

空気の流れで感染 

・接触感染 

 握手、だっこなどの直接接触、ドア

ノブ、遊具などの間接接触 

 などで伝播する 

 

 

 

 

 

 

               

・ネットの情報ではなく、生きた情報を得られてとても参考になった。 

・多方面の話が聞けて勉強になった。医療の考え方も日々かわって行くので、子供に関

わる私達も情報のアップデートが必要だと思った。 

・子供、特に小さいうちに気を付けるべきことが幅広くカバーされていて、非常に興味 

深かった。 

 神経発達症について、もう少しくわしく聞きたかった。 

・大切な話を聞けて良かった。感染について知っているつもりだったが、子育てをする

上でしっかりと知っている、分かっていることが大事だと思った。ワクチンは打って

いるが、自分を守るためだけではないということがとても心に響いた。 

・親世代の頃と最近の常識とどちらが正しいのだろうと思うことが多々あったが、過去

の事例であったり、なぜ最近はこう対応するのかわかりやすく解説してくださり、 

とても勉強になった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会『子供の健康』より 
 

5月22日に小児科医 細井 岳先生による『子供の健康と安全に

ついて』の研修会がありました。今回は「神経発達症の子供達」に

ついてのお話もしていただきました。 

≪代表的な疾患について≫

いろいろな疾患や、増えている百

日咳などについて 

・予防や感染拡大防止について 

 

 

 

 

 

 

≪子供達を守ってくれた 

 ワクチン（予防接種）≫ 

・子供の健康維持にきれいな 

水の次に大切 

・集団免疫という考え方 

≪食物アレルギーとその対応≫ 

アナフィラキシーへの対応と 

エピペンの使用について 

≪SIDS予防のために≫ 
・1 歳まで仰向けに寝かせる 

・なるべく母乳で育てる 

・たばこはやめる 

≪神経発達症の子供達≫ 吹田市で特別支援学級在籍数、通級指導教室利用数ともに増加 

・あいまいな表現、目に見えない言葉は使わない⇒社会で起こりうる問題の解決法をあらかじめパターン

化しておぼえてしまうと良い 

・普段は良いところを褒める。自尊心を傷つけないことが大切。 

 

参加者の感想より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 開催時間 テーマ 講師 

10月31日（金） 10:30～12:00 ☆イヤイヤ期の子育て のびのび子育てプラザ保育士 

11月 6 日（木） 10:15～12:00 ★子供の健康 小児科医：細井 岳氏 

11 月 10日（月） 10:15～12:00 ★児童虐待の現状と課題 家庭児童相談室 職員 

11 月 10日（月） 13:30～16:30 ★乳幼児の救命講習 吹田市消防本部救急啓発グループ 

11月 27日（木） 10:15～12:00 ★子供の病気とけが 看護師：小野寺 芳子氏 

12月 5日（金） 10:15～12:00 ☆子供の歯のはなし 歯科医：時實 千代子氏 

12月 11日（木） 10:15～12:00 ☆絵本のある生活と子育て 絵本作家：徳永 満理氏 

12月 14日（日） 11:00～12:00 クリスマス会（全体交流会）  アンサンブルメルポ 

※ 研修会場は、全研修『夢つながり未来館』です。 

※ 研修会の参加には事前の申し込みが必要です。 

※ ★印の研修会は援助活動するための必須講座です。未受講の援助会員及び両方会員は是非ご参加く

ださい。（両方会員で保育希望の方は申し込み時にご相談ください。） 

※ 『子供の病気とけが』『子供の健康』と☆印の研修は、のびのび子育てプラザとの共催講座です。 

保育人数の関係上、受講希望の依頼会員の方は直接、のびのび子育てプラザ（06-6816-8585）

に申し込んでください。（受付は概ね 2 週間前からです。）詳しくは、のびのび子育てプラザのホーム

ページでご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「乳幼児の救命講習」は少なくても 

５年に１回の受講をお願いします。 

 

Ｒちゃん（４才）は雨が降っていましたが、

お気に入りの傘をさして嬉しそうに歩い

ていました。「坂道はすべるから階段で降

りる」と言って、数を数えながら、一段に

つき２歩ずつ慎重に降りていました。一緒

に歌ったり、バス停の屋根にあたる雨音に

耳を澄ませたりしながら歩きました。 

わたしの似顔絵を描いたノートを見せて

くれた時は、とっても嬉しかったです。 

       （援助会員 Ｈさん） 
 

 

 

 

いざという時に慌てず行動ができ

るように、繰り返しの受講を！ 

 

 

 

 

 

信号が青になるように「青になれな

れ～」と言っていたら、Ｒちゃん（４

歳）が大きな声で「パワ～！」と言

って大爆笑  (´∀｀) 

Ａちゃん（2歳）はレッツ「ゴ～！！」

語尾をあわせてくれて楽しい送迎

Time でした。短い間でしたが、あり

がとうございました。  

 （援助会員 Ｙさん） 

 

 

 

 



緊急連絡先（のびのび子育てプラザ） 

Tel : 06-6816-8585 Fax: 06-6816-8588 

             

 

◎こんな時、当日キャンセル料は？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すいたファミリー・サポート・センター 

〒565-0824  

吹田市山田西４丁目２番４３号 

吹田市立子育て青少年拠点夢つながり未来館 

のびのび子育てプラザ内 

Tel・Fax：06-6816-8500 
  
＜E-mail＞         

familysupport@city.suita.osaka.jp 
開設時間： 9:30～18:00（月～金） 

Ｑ：援助会員さんに、今日依頼していましたが、

急に用事がなくなり、当日キャンセルをし

ました。その代わりに明日お願いしました

が、こういう場合でもキャンセル料は発生

するのでしょうか？ 

 

Ａ：はい、援助会員はそのつもりで予定して下

さっていましたので、当日キャンセル料は

発生します。あくる日の依頼は、新たな依

頼ということになります。 

Ｑ：今日は二人の子供のサポートを依頼してい

ましたが、一人の子供は頼まなくてよくな

りました。こういう場合はキャンセル料は

発生しますか？ 

 

Ａ：いいえ、当日キャンセル料は発生しません。

援助会員が予定して下さっている時間を

キャンセルしたわけではありませんので、

サポートされた一人の子供の報酬額を、

お支払いください。 

 長年、子供達に関わる仕事をしてきました

が、７月からファミサポのアドバイザーとして

働いています。自分自身の子育てでは、保育園 

や学童保育をはじめ、「困った時はお互い様」                                                        

と言ってもらっては、たくさんの方々のお世話

になってきました。今度は子育ての中で「どう

しようか」と思っておられる方の少しでもお手

伝いができれば…という気持ちで頑張ってい

ます。どうぞよろしくお願いします。 

         （アドバイザー 水谷）                       

                     

                     

                     

ニューフェース紹介 

 

前回お伝えしましたが、今年度 5 月より、下

記の QR コードを読み取り、電子申し込みシス

テムでの活動報告書の提出ができるようにな

りました。早速、利用される方も増えています

が、添付データの字が読めないものや記入漏

れなどが目立ちます。電子申し込みシステムで

の活動報告書の提出に限り、三枚複写の一番

上、依頼会員用をスキャンか、撮影するかして、

データを添付していただいても結構です。内容

が確認できる鮮明な写真でなければセンター

で確認が取れず受理できませんので、くれぐれ

もご注意ください。 

但し、多胎児支援補助券利用の活動につい

ては、補助券や請求書等の提出も必要です

ので、電子申し込みシステムでの報告書提

出はできません。 

なお、引き続きセンターへ郵送またはご持参

いただくことは可能です。やむを得ず提出が遅

れる場合は、まずは、活動の有無をセンターに

ご報告してください。 

 

【活動報告書の提出】 

 

 

 

        

ファミサポ 
Ｑ＆Ａ 

 電子申し込みシステムで可能に！ 
 

 

mailto:familysupport@city.suita.osaka.jp

